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 ～ 四 つ の テ ス ト 言行はこれに照らしてから ～ 

１．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

2017-2018年度クラブ方針 

 ロータリーを知ろう 

       ～温故知新～    

＜お誕生日に一言＞ 
成川（雅）君：皆様に助けられ今日まで生きてこれました。 

酒井君：50才を迎えることができました。皆様ありがとうござい

ます。これからは特に体重に気をつけて毎日健康に過ごし

たいと思います。 

嶋田（ひ）君：６７才になりました。毎日、仕事・趣味に忙しくし

ています。感謝です。 

＜結婚記念日に一言＞ 
井上君：27年目。長いような短いような２７年でした。 

石垣（泰）君：34年目。電卓で計算をしないと分からないくらい

です。自宅では知ったかぶりをして話できます。ありがとう

ございます。 

川口君：16年目。妻に感謝。これからも共に歩みます。改め

てよろしくお願いしますね。 

田端君：21年目。夫婦、子育て真っ最中であり、まだまだゆっ

くりとできる状態ではありません。 

上野山（栄）君：22年目。妻を大切にします。 

 

 

（中元ＳＡＡ） 

成川（守）君：酒井君、中元君、卓話、ご苦労さまです。地

区大会に出席された皆様、ありがとうございました。 

橋本君：皆様、地区大会参加ありがとうございました。酒井

さん、中元さん、本日の卓話よろしくお願いします。 

脇村君：酒井さん、中元さん、本日の卓話よろしくお願いし

ます。 

開 催 日 

THE ROTARY CLUB OF ARIDA 

 

前回の報告（第２８５０回例会） 

平成２９年１１月９日(木）  

（成川（守）会長） 

 

 

（上野山（捷）親睦活動委員長） 

ビジター：竹中喜廣君（和歌山RC） 

米山奨学生：董 涛 君  

 

 

（上野山（捷）親睦活動委員長） 

会員誕生：成川（雅）君、酒井君、嶋田（ひ）君 

配偶者誕生：石垣よしみさん、應地拓子さん 

        上野山美知子さん、脇村佳世子さん 

結婚記念：江川君、井上君、石垣（泰）君、川口君 

       田端君、上野山（栄）君 

  平成２９年１１月１６日 第２８５１回 

・会員卓話：児島 良宗 君 

    「私の考えるロータリー『平和』」 

・ソング：「それでこそロータリー」 

  平成２９年１１月３０日 第２８５２回 

・外部卓話：永田 雄治 氏 (陸前高田RC) 

 「インド・ポリオワクチン投与活動の現場は」 

・ソング：「四つのテスト」 

１ 

点  鐘 

開催日 

２８５０ Nｏ． 

島 海碩 書 

ゲスト･ビジターの紹介 

今月の誕生・結婚祝 

ニコニコ箱の報告 

担当： 

 

１１月の米山奨学金が

成川（守）会長より董涛

君へ授与されました。 

１１月のお誕生日 

(左から) 

酒 井 君、嶋 田 ( ひ）君、成

川(雅)君です。 

お誕生日おめでとうござい

ます！ 

 

１１月が結婚記

念日の皆さん

です。おめでと

うございます！ 



２ 

ロータリー財団月間 

児嶋君：会員卓話、酒井様、中元様、よろしくお願いしま

す。 

嶋田（崇）君：酒井さん、中元先生、卓話ご苦労さまで

す。 

菅原君：酒井さん、本日の卓話宜しくお願い致します。 

木本君：酒井隆正さん、中元耕一郎さん、本日の卓話宜

しくお願いします。ミャンマー研修の皆様、宜しくお願

い致します。 

酒井君：本日の卓話、よろしくお願いします。 

中村君：酒井さん、中元先生、卓話よろしくお願いしま

す。ミャンマーへは気をつけて行ってきて下さい。 

田端君：酒井様、中元様、卓話ご苦労様です。勉強させ

ていただきます。 

上野山（捷）君：酒井隆正様、中元耕一郎様、卓話よろし

くお願い致します。 

應地君：中元先生、酒井さん、卓話を楽しみにしていま

す。 

岩本君：お二人の卓話、楽しみにしています。 

松村君：酒井さん、中元さん、卓話よろしくお願いしま

す。 

上野山（英）君：中元君、酒井君、本日卓話ご苦労様で

す。 

橋爪（正）君：酒井隆正君、卓話楽しみです。 

橋爪（誠）君：酒井ロータリー財団委員長、本日の卓話よ

ろしくお願いいたします。中元先生、「ミャンマー国際

奉仕事業」発表よろしくお願いいたします。 

井上君：先日は地区大会出席おつかれ様でした。先日、

長女の結納がありホッとしています。 

成川（雅）君：ミャンマー国際奉仕事業のご成功をお祈り

致します。 

石垣（泰）君：中元さん、ミャンマーへ行けなくなり申し訳

ありません。次回は参加します。酒井さん、卓話ご苦労

様です。 

児島君：酒井さん、中元さん、卓話ご苦労さまです。地区

大会では嶋田先生にお世話になりました。 

上野山（栄）君：酒井さん、中元先生、卓話よろしくお願

いします。今日はトウトウ君が会社に来てくれます。日

本のお葬式を知って下さい。野口様のご冥福をお祈り

します。 

嶋田（ひ）君：酒井様、中元先生、卓話宜しくお願いしま

す。 

川口君：本日の卓話、酒井さん、中元さん、宜しくお願い

致します。勉強させて頂きます。 

中元君：本日、卓話させていただきます。 

 

 

 

（橋爪(正)例会運営委員） 

本日の会員数３２名 

 （出席規定免除会員９名） 

出席会員数２８名 

 （出席規定免除会員８名） 

       ９０．３２％ 

10/19    ８６．２１％ 

MU：中村君 

（成川（守）会長） 

 

「ロータリー財団月間、地区大会」 
 

 11月は「ロータリー財団月間」

です。「ロータリー財団に1ドル

寄付すれば、ほかの慈善団体

に寄付するよりもよほど大きな

成果が得られるのです。『世界

でよいこと』をするために1ドル

出すのであれば、そのお金を

預けるべきはロータリー財団を

おいてほかにありません」と11

月の会長メッセ―ジに書かれています。 

 「クラブは、各ロータリー年度に少なくとも2回、そのうち1

回はロータリー財団月間に指定されている11月に、ロー

タリー財団の目的、プログラム、および寄付増進活動に

関するプログラムを取り上げた例会を設けるべきであ

る。」とされています。 

 今日は、酒井ロータリー財団委員長から「ロータリー財

団」について、卓話で話していただきます。 

 さて、4日5日は地区大会でした。出席者は、1131名で

した。有田RCからは19名の参加でした。4日の地区大会

選挙人会議は、お手元に配布していますのでご参照くだ

さい。地区大会までに1クラブからクレームがついていま

したが、滞りなく全員一致で承認されました。 

＜地区大会選挙人会議＞ 

(審議事項) 

（１）2016-2017年度地区財務報告採択の件 

  全員賛成で可決 

（２）2020-2021年度ガバナー候補者選出方法に関する

選択の件 

  今回は、「郵便投票」とする 

（３）2019年度ＲＩ規定審議会に対する制定案上程の件 

  「堺おおいずみRC」と「地区」の2件が全員賛成で可

決 

（４）2018-2019年度地区大会の開催地・開催日の件 

  平成30年10月27日（土）28日（日） 

  和歌山市 ホテルグランビア  全員賛成で可決 

（５）今次地区大会上程決議案の件 

  第1号から第6号議案が全員賛成で可決 

（６）その他：なし 

 

(協議事項) 

（１）地区資金中の未収入金の今後の処理方向の件 

  地区会計の収支には入れないが、「但し書き」として

残す。 

（２）米山記念財団設立５０周年に関連し、米山梅吉記念

館へ当地区資金より会員１人当たり100円程度の寄付

を行なう件 

  今年度は、地区資金から一人当たり200円の寄付を

する。 （クラブからの拠出金は、不要） 

（３）ガバナー月信発行に伴う会計処理の件 

  ページ数が増えているので、予算に100万円の増加

をする。 

では、二日間の様子をPPTで報告します。 

会長の時間  

出 席 報 告              



 

３ 

ロータリー財団月間 

 

２０１７－２０１８
RI第2640地区
地区大会

岡本 浩 ガバナー

RI会長代理
大室 㒞（すぐる）ＰＤＧ

１１３１名

参加者

RI会長代理ご夫妻
他地区DG、PDG（令夫人を含む）
2640地区PDG、AG（令夫人を含む）
地区委員会委員長、委員
地区内６６クラブ（69クラブ中）会員
米山記念奨学会の奨学生

選挙人会議

RI会長代理と
来賓紹介

岡本ＤＧ

40年以上連続出席会員表彰

11名出席
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（橋本幹事） 

１．10/26に臨時理事会を開催しました。 

 審議内容は、 

①ミャンマー国際奉仕事業予算のMJTへの送金につい

て（国際奉仕委員会） 

 ・ミャンマーの通貨（チャット:Kyat）で送金できない場合

は、現金を持参する。 

 ・会長メッセージを持っていく。 

 ・参加者は以下の5名。嶋田崇、上野山栄作、松村秀

一、中元耕一郎、橋爪誠治、団長は嶋田(崇)副会長。 

②2017年決議審議会 決議案について：クラブ意向確認

（情報研修委員会） 賛成10件、反対15件、棄権2件 

③「地区大会における2017-2018年度選挙人会議」の審

議事項「2016-2017年度地区財務報告採択の件」（会

長） 

 ・ 財務報告書の内容確認をしたが不明点も多く、地区

大会で説明を聞き判断する。 

２．地区より、11月の月信発行が11月中旬に遅れる通知

がありました。 

３．東日本観光（株）から、来年の国際大会（トロント）の旅

行募集案内が届いています。成川（雅）国際奉仕委員

長に渡しました。 

４．和歌山RC及び田辺RCより、董涛君宛に卓話に対す

るお礼状が届いています。 

５．田辺東RCより週報が届いています。 

６．他クラブより、例会変更のお知らせが届いています。 

７．来週の例会で、ミャンマー国際奉仕事業の結団式を

行います。 

８．本日、例会終了後、この場所で定例理事会を開催し

ます。 

 

 

 

＊指名委員会（松村委員長） 

 11月16日例会終了後に例会場で第１回指名委員会を

開催します。 

 

 

 

「ロータリー財団について」 

 今回の卓話は自らにもよい機会であり財団について学

ばせていただきました。 

 ロータリアンが、健康状態を改善し、教育への支援を高

め、貧困を救済することを通じて、世界理解、親善、平和

を達成できるようにするための活動やグローバルなイニシ

アチブを資金面で支えているのがロータリー財団です。    

 1917年、アーチ C. クランフRI会長が「世界でよいことを

するために」基金の設置を提案しこの基金が1928年に

「ロータリー財団」と名づけられました。  

 1947年、ロータリー創設者のポール・ハリスが亡くなる

と、多くの人びとから国際ロータリーに寄付が寄せられま

した。この寄付は「ポール・ハリス記念基金」となって、そ

の後のロータリー財団の発展のために大いに役立てられ

ました。 

 財団プログラムも時代とともに変遷してきました。 

 1985年全世界でポリオの撲滅をめざす「ポリオプラス・

プログラム」を設置しました。 

 2013年には 世界中のロータリアンがグローバルなニー

ズに応えられるよう、新しい補助金モデル（地区補助金、

グローバル補助金、パッケージ・グラント）を導入されまし

た。地区補助金は地区の裁量で多くの事業を営むことが

できます。一方でグローバル補助金は重点事業６分野に

絞られております。代表的な事業例ややってはいけいな

い事業などについても共有させていただきます。求めら

れることはいずれも事業もロータリアンが汗をかくというこ

とになります。 

 1917年に26ドル50セントの寄付から始まったロータリー

財団は、10億ドル以上の寄付を受けるほどの大きな財団

に成長しました。財団はこうして多くの方々に支えられ、

人道的分野や教育面での支援活動を続けています。  

 

 

ロータリー財団月間 

４ 

 幹事報告  

 卓 話 

委員会報告 

次週１１月２３日（木・祝）は

休会です。 

地区大会決議案

決議第１号
「国際ロータリー会長並びに

会長代理ご夫妻に感謝する件」

決議第２号
「国際ロータリー会長の示された

本年度テーマ推進の件」

決議第３号
「地区指針の達成に努力する件」

地区大会決議案

決議第４号
「2018年度卜ロント国際大会に

参加を推進する件」

決議第５号
「福井隆一郎直前ガバナーに感謝する件」

決議第６号
「ホストクラブ並びにコホストクラブに

感謝の件」

 

 

会員 

 酒井 隆正 君 



有田RC国際奉仕事業 

  「ミャンマーにおける有機肥料を使った 

                   職業訓練事業」 

１．ミャンマー農業の現状 

 「アジア最後のフロンティア（未開拓地）」とも呼ばれる

ミャンマー連邦共和国は、インド・バングラディシュ・中

国・タイ・ラオスと国境を接し、国民の約半数が農村に居

住する。その貧困率は約30％と言われ、自分の土地を持

たない農民が全体の50％以上を占める。彼らの多くは劣

悪な生活をおくっており、都市部へと容易に流入する傾

向も起きている。かつては、ベトナム、タイと並ぶ世界最

大のコメ輸出国であったミャンマーだが、農業技術の改

善が思うように進んでおらず、牛や人力のみの伝統的な

農法に依存しているのが実態である。加えて化学肥料や

農薬はすべて隣国（タイ、中国）からの輸入品であり、価

格も高く、商品説明がすべて他言語であることから、適正

使用が妨げられている。また安全基準値を超えた安価な

化学肥料や農薬も密かに流通しているとも言われてい

る。このため、土壌汚染や健康被害が深刻な地域も出現

してきている。 
 

２．当奉仕事業の目的 

 現在、ミャンマーの急速な民主化と経済改革が進む

中、農村部の若い人々は効率よく賃金が得られる都市部

へ流入し、農村部の労働者数減少が問題となっている。

人手不足のため、またミャンマーの農民は安全で安心な

有機肥料の作成や使用方法の知識に乏しいため、やむ

なく有害な化学肥料や農薬を使用し、農作物の生産性

を維持しようとしている。その結果、農地や農産物だけで

はなく農民自身にも弊害が現れてきているのが現状であ

る。そこで、有田ロータリークラブはバゴー管区（Bago 

Township. Bago City）、Kyun Thone Pin 村に有機肥

料を用いた農業を推進していくため、現地の専門講師（4

名）を招いて5日間に渡り、農民を対象（100～150人）とし

たセミナーを開催する。同時に国際ロータリーおよびロー

タリー財団の認知度向上、そして、わが国とミャンマーと

の国際親善、国際交流をさらに深めることにもその目的

がある。 

 今回はヤンゴンRCの方々も当セレモニーに参加くださ

る予定で、有田RCとヤンゴンRCの友好を深める絶好の

機会でもある。 
 

３．日時・スケジュール 

11月22日（水）ミャンマー到着 

11月23日（木）ヤンゴンRC例会参加 

11月24日（金）バゴー市へ移動、セミナー初日に参加 

11月25日（土）ヤンゴン国際空港から帰国へ 

11月26日（日）帰国 
 

４．事業の実施内容 

 現地の専門講師を招いて5日間に渡り、農民を対象とし

たセミナーを開催する。セミナーでは有機肥料の作成方

法とその使用方法についてわかりやすい指導を行うとと

もに、消耗品であるスコップ等の農機具も贈呈する。ま

た、帰国後も有機肥料を使って作った農作物の生育画

像をメールにて定期的に確認する。 
 

５．参加者 

 現地農民（100～150名） 

 現地専門講師（4名） 

 バゴー管区の政府関係者（1～2名） 

 有田RCメンバー（5名） 

 ヤンゴンRCメンバー（2～3名） 

 協力団体（MJT）メンバー（3～4名） 
 

６．事業予算 

収入 財団地区補助金  119,570円＝＄1,087 

                   （ロータリーレート 110円） 

    クラブ拠出額    177,430円 

    合計          297,000円 

 

（成川（守）会長） 

 今回の「ミャンマーにおける有機肥料を使った職業訓

練事業」は、国際奉仕委員会の中元先生が中心になり

企画していただきました。 

 会長である私は、この事業に参加しなければなりません

が、都合の悪いことに、RI会長やロータリー財団管理委

員長が来日し、日本のロータリーリーダー（RI理事・R管

理委員、DG、PDG）が開催する「第1ゾーン～第3ゾーン

のロータリー研究会」（21日から23日まで）に、2019年規

定審議会代表議員として出席しなければなりません。誠

に申し訳ないのですが、嶋田崇副会長が団長になり5名

の会員が行っていただきます。 

 世界社会奉仕プロジェクト（WCS）で支援する場合、例

えば、「魚を送るのではなく、魚の取り方を教えよ」と言わ

れます。今回のミャンマーの事業は、農作物を送るので

はなく、ミャンマーの農民の皆様に、安全で安心な有機

肥料の作成や使用方法の知識を教授し、有害な化学肥

料や農薬を使用することなく、農作物の生産性を維持し

ていただけるものであり、農民自身の健康被害もなくなる

という素晴らしい事業であります。 

 この事業により、国際ロータリーおよびロータリー財団

の奉仕活動が周知され、且つ、日本とミャンマーとの国

際親善・国際交流がさらに深まれば、これほど嬉しいこと

はありません。 

 嶋田団長はじめ参加される皆様に敬意を表したいと思

います。 

 旅行中の安全をお祈りしています。 

 

 

ロータリー財団月間 

５ 

閉会・点鐘 （成川(守)会長） 

 

 

 会員 

 中元 耕一郎 君 

ミャンマー国際奉仕事業へのコメント 


